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発明の名称 フェナセン化合物、フェナセン化合物の製造方法及び有機発光素子 

（WO2017/065219 中国出願 201680060326.0 韓国出願 10-2018-7013574） 

学内発明者 山路 稔（理工学府） 

技術分野 発光体・材料 IP27-013JP,CN,KR 

発明の概要 有機電子発光デバイスの発光層として用いられる有機化合物においては、高電圧、酸素、光、

水分などの外部環境に対する堅牢性と、発光効率の高いことが同時に要求される。本発明は

環境に影響されにくく、かつ高い蛍光収率を有するフェナセン化合物であり、ケイ光性を有し外

部環境に対する堅牢性が高いことが期待される。 

説明図 

 

本発明品の新規化合物

A-1、A-2、A-3、A-4 は、ク

ロロホルム（CHCl3）中及び

アセトニトリル(AcCN)中で

高い蛍光収率を有する。 

【左図】新規化合物 A-1、

A-2、A-3、A-4 と比較化合

物１、２。 

【左表】 各化合物を溶解

した溶液に対する物性の

測定結果。 

ポイント 二光子吸収材料、共役ポリマー材料、半導体材料、フォトクロミック材料、近赤外検出デバイ

ス、酸素センサー及び有機発光素子等への応用が期待できる。有機発光素子としては、有機

発光素子の電荷輸送層、発光層の構成材料、好ましくは発光層の構成材料として用いることが

期待できる。 

発明の名称 フェナセン化合物、フェナセン化合物の製造方法及び有機発光素子（特開 2017-154993） 

学内発明者 山路 稔（理工学府）  他 

技術分野 発光体・材料 IP27-021 

発明の概要 有機電子発光デバイスの発光層として用いられる有機化合物においては、高電圧、酸素、光、

水分などの外部環境に対する堅牢性と、発光効率の高いことが同時に要求される。本発明は

環境に影響されにくく、かつ高い蛍光収率を有するアルキニル基を有するフェナセン化合物で

あり、ケイ光性を有し外部環境に対する堅牢性が高いことが期待される。 

説明図  

 

本発明品の実施例１～８

のフェナセン化合物は、比

較化合物である無置換の

フェナントレンに比べて明

らかに高い蛍光収率を有

することが示された。 

【左表】各化合物を溶解し

た溶液に対する物性の測

定結果（CH:ｼｸﾛﾍｷｻﾝ、

ACN:ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ、CF:ｸﾛﾛﾎ

ﾙﾑ）。 

ポイント 二光子吸収材料、共役ポリマー材料、半導体材料、フォトクロミック材料、近赤外検出デバイ

ス、酸素センサー及び有機発光素子等への応用が期待できる。有機発光素子としては、有機

発光素子の電荷輸送層、発光層の構成材料、好ましくは発光層の構成材料として用いること

が期待できる。 


